
 

 

 
 

１． 『ちーちゃんの進路』 

最近こんな相談を受けます。「勉強をしなきゃなのは分かっています。でもやりたいことが

見つからなくて・・・進路早く決めなきゃ駄目ですよね。」この質問をされると思い出す高校の

友人がいます。「ちーちゃん」。本人には悪いけど、ちーちゃんなんて名前の通りの可愛い子

じゃありません。ギャル。それも生粋の。毎日バッチリメイクで教員を困らせる。怖すぎて教員

は何も言えない。赤点ギリギリで進級。そんな子でした。ただ自分はなぜか馬が合って、よく

一緒にいたのを覚えています。ちーちゃんに聞いたことがあります。なんで学校に反発する

のか。ちーちゃんはこう言いました。「○○高校の大人は中身なんて見てない。勉強しろ、勉

強しろ。じゃあ、あんた達は勉強してんのかよ？私はそういう大人になりたくない。だから反

抗してる。」自分は彼女の言葉が凄く的を射ている気がして、納得しました。彼女の思想は今

の自分の「大人観」にもかなり影響していると思います。 

高校を卒業した彼女は当然大学なんて行かず飲食店に就職。成人式のときに飲みに行く

と、あの頃と変わらないバッチリメイクで生き生きと仕事を頑張っている様子でした。そして

何年もの歳月が過ぎ、自分が新潟に戻ると決めたとき、久しぶりに会う約束をしました。待ち

合わせ場所に行くと、ナチュラルメイクの美女が。すると、「久しぶり！！」といきなりその美

女に声を掛けられる。焦りました。でもその声はちーちゃん。誰だか分からないくらい変わっ

ていました。あの強めの化粧の彼女はいない。お酒を飲みながら、雰囲気変わったね、仕事

どう？と聞くと、ちーちゃんから驚きの回答が。 

「私仕事辞めたんだ。岳志、実は私、医学部の大学生なんだよね（笑）。笑っちゃうよね！」 

驚きました。仕事を辞めたのもそうですが、ちーちゃんが大学生。しかも医学部。何がきっか

けだったのか聞くとそこには、ちーちゃんらしい答えで安心しました。 

「職場の上司の考えに納得いかなくてさ、意見を言ったらさ、君、高卒でしょ？（笑）って言わ

れたんだよね。本当にあの言葉にムカついたけど何も言い返せない自分にもムカついて。

だから思った。私が凄い大学行けば何も言われないって。だから医学部目指して、死ぬ気で

勉強した。そしたらさ、勉強楽しくて！今更だけど大学行って良かったなって思った（笑）。」 

ちーちゃんは今、ある国立大学の医学部の准教授をしています。勉強が楽しいと今でも

LINE が来ます。そんな彼女を見ているからこそ皆さんに伝えます。 

「進路を目指すきっかけなんて、そんな崇高な物じゃない」ということ。誰かを見返したい。

偉くなりたい。かっこ良くなりたい。何でもいいじゃないですか。○○をやりたい。これも立派。

でもこだわる必要なんてない。そして「何かを始めるのに早いも遅いもない。」自分が社会

人で大学に行ったのも彼女の影響です。悩んでいる皆さん、きっと目標や進路は自然と見え
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てきます。だから目標にこだわらず、まずは勉強してみて下さい。勉強は何も学習だけでな

く部活にしろ様々です。焦らず一緒に頑張りましょう。（髙橋） 

 

２． 第二回英検の実施について 

 10 月３日（土）に行われる英語検定に、学年から８０人以上の生徒が申し込みました。（こ

れは例年の６倍です！！）「自分の英語力を伸ばしたい」「資格を取りたい」「今の自分の力

を試したい」という思いを持っている人が、これだけたくさんいるということをとてもうれ

しく思います。 

でも、申し込んだだけでは合格はできません。ここからの取り組みが大切です。 

まずは毎日、単語を覚える時間をつくりましょう。そして、過去問や問題集に取り組み、「自

分は何が苦手なのか」を知ること。間違えた問題をそのままにせず、もう一度解き直すこと。

解説を読んでもわからない箇所は質問することも重要です。 

「今日は疲れたから…」「明日から頑張ろう…」ではなく、「この問題だけでもやろう！」

「このページだけは覚えよう！」という気持ちで、少しずつでも取り組んでみてください。小

さな努力の積み重ねが、本番での自信につながります。 

せっかく自分で決めて挑戦するなら、最後までやり切りましょう！ 

 

今回８０人を超える仲間が同じ目標に向かって挑戦します。「合格」という結果を、一緒に

つかみにいきましょう！困ったことがあったらいつでも声をかけてくださいね。（矢久保） 

 

３． 7 月進研模試の結果について 

 今回の模試は以下の結果となりました。正直な感想は不甲斐なくて申し訳ない・・・ 

２０２２年と比べてこれまで遜色ない結果を残していましたが、今回は逆転されてしまいま

した・・・この敗因は様々だと思います。が、自分の想いをはっきり言います。これは、 

 

「学年団、つまり自分の責任です。」 
 

学年だよりで何度も書きました。生徒が駄目になるのは教員のせい。モチベーションを保

てなかったことが１番の理由。もう一度、力を入れ直さなければと改めて思いました。期待し

て下さっている保護者の皆様、本当にすみません。次こそ再び 2022 年に追いつきたいと思

いますので是非ご協力をお願いします。 

 1年 1月 

(偏差値) 

1年 1月 

(偏差値 50 以上) 

2年 7月 

(偏差値) 

2年 7月 

(偏差値 50 以上) 

2022年(国公立 29 人) 45.8 40 人 46.8 46人 

我々 46.4 46 人 45.6 36人 



そして教科的な部分で言うと「理系の数学」「文系の英語」が圧倒的に悪すぎる。 

 

 

 

 

 

 

はっきり言います。 

「理系で数学が、文系で英語が偏差値 1pt下がるのはあり得ない」 

 

なぜか？ 

 

数学：文系で使わない子が出てくる⇒その子達が平均点を下げる⇒理系は維持しやすい 

英語：文系で数学不要⇒国英に理系より回せる⇒文系は維持しやすい。 

 

だからこそ「理系は数学」「文系は英語」の学習時間や方法を見直す必要があります 

ただ期待もあります。夏休みに５０名以上が１日平均 3ｈ以上の勉強をし、受験勉強を始め

たこと。英検に８０名以上も参加すること。これを機に１１月模試に向けて数英の力を付けて欲

しいと思います。保護者の皆様、また声掛けの方をよろしくお願いします。（髙橋） 

 

４． 都内キャンパスツアーについて 

１０月２日(金)、東京の青山学院大学、明治大学、立教大学、東洋大学、上智大学のキャンパ

スを訪問する。今回は、実際に授業が行われている１０月のキャンパスを訪れる。学生がキャン

パスを行き交っている。学食を利用することで「普段の大学生」に触れることができる。 

「こんな場所で学んでみたい」という思いが生まれるかもしれない。あこがれは、人を動か

す力になる。「いいなあ」という気持ちが、目標を生み、努力を支える。 

専門学校を進路に考えている生徒や、まだ進路が決まっていない生徒にとっても、名門大

学のキャンパスを歩くことで、自分の進むべき方向を考える基準になるだろう。 

東京では公共交通機関を利用して移動する。仲間と協力し、自分たちで考えて行動すること

も、大切な学びの機会である。 

小千谷を出て東京へ。キャンパスを歩き、大学生を感じ、仲間と街を歩く。一日の中で、「こん

な未来もいいな」と思えるものをつかんでほしい。（勝海） 

 

英語 2-1 2-2 2-3 

1 年 1 月 46.5 45.6 45.0 

2 年 7 月 45.0 44.5 45.1 

変化 －1.5 －1.1 +0.1 

数学 2-4 2-5 

1 年 1 月 50.6 50.2 

2 年 7 月 50.9 49.0 

変化 +0.3 －1.2 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


